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1 正 常妊娠母 體 ， 胎 兒，新生 兒及 び乳 冕に 於 け る血漿

　 蛋 臼像 の推移 に つ い て

　　　　　　　　　 1 緒　　論

　從来．血漿或は釦1清 中蛋白質の 分析に は HoweZ）の 塩析

法，Svedberg2｝ の 超遠 心 法，或は 單 に 粘稠度よ り　A ！−

bUluinlGlobulin比 を求め る方法等が 使用 さ れ て 来 た が ，

1937年，チ セ リ ウ ス
3） に よつ て電気的易動度の 差異を利

用 した 電気泳動的分析法が 発表 せ られ ，以 来改良を加え

られ る に 從い
4＞5］6）大い に 簡便性 並びに 客観性 を増 し，臨

床 的 に 盛 に 應用され る に 至つ た ．本法に よ 1）　ICM．漿蛋白は

陽極へ 向う易動度 の lr厦に Albumin （Alb）， α
・gl・bulin

（α ）， β
・910bulin （β），　 Fibrinogen （P），7−globul三n

（γ ）の 5分屑 に 分 け られ ， α 及び γは夫krz ・tat2 並 に

γ ・，γ、 に 分 類 さ れ る 場合 も あ る．叉本法に よ る 各分屑 の

努子量 も測定 され て 居 り， 殊 に α 1，β は 脂質，糖等 を 合

む と云 わ れ て い る ．叉此等各 分 屑の変動 に 関與す る要因

と し て は，Wuhrmann η
，　E 皿 エnrichS

），　Edsa119｝，諏訪
10
 

三 好
11 ｝

等 に よれ ぱ ， Alb，α ，β，戸 は 肝 で 生 成 さ れ，夊

Albは体細胞 の新生 に利用 さ れ ， γ は 逆 に体細胞の 崩 潰

に 由来 し ， 肝 で 処理 され，その
一

部は再び細胞新生 の 素

材 とし て も利用 ざれ 得 る こ とが 想定 され て 居 り ， 結局に

於 ；ナる血漿蛋 白像は 此 等各要素 が 互 に関與 し合 う結果形

成 さ れ る動的平衡の 表現 と見倣 し得る．從つ て血 漿蛋白

像の 変動 は廣く生 体内蛋白素材の 消費 ， 生産 の バ ラ ン ス

の 異常 に 還元す る こ と が 出来 る．一方妊娠現象に 於け る

」血漿蛋白 の 変動に つ い て は 購井
12 ｝

， 鍋倉
131 ・；Vf井　 uy ・

Err・　i・mrichS ） 等の 業績が あ るが ，私｝ま上 述観か ら ， 之 が

分 柝 を試 み ， い さ L か知見を得た の で 以 下 報告す る．

　　　　　　　2 方法及び研 究材料

　本研究の 檢査対象は総数109例 で ，う ち妊娠母体40夙

胎児40例及び新生児 5例は総 て 昭和26年12月 よ り現在に

至 る 迄の 問に，駒込病院産婦 入科に入 院 した 症例 で ， 母

体共 に 材料 を 採取 し 得た も の の み で あ る 。乳兒 2窪例は 司

期 間 ， 同院産婦入科外来 を 健康診断の 爲訪 れ た もの 及 び

世 田 ケ 谷産院 ， 都立養育院收容兒 中の 健康乳兒 で あ る ．

橄査 材 料 蒐集 に 当っ て は ， 母体に於 い て は 分娩時正 中靜
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　 　 　 　 　 妊 娠肋月

騰萋舞隊
蝋 よ り採血 し蓚酸カ リに よ り速 か に 凝固を 阻止 し ， 工分

澗 約20GO囘 轉，5分 間遠沈 して 血 液 を 分 離 した ．胎見は

分 娩時臍帯動脈或は 心穿刺 に よ り出来 るだ け大量の 血 液

を採販 し，同様蓚酸カ リに て 凝固阻 止後遠沈 レ て」血液を

・分離した ．新生兜及び乳児 に於 い て は 頸部靜脈か ら採 血

し，上 記の 方 法に よ り血 漿を 分離した．採取 した 血漿 は

／Pulflichの 液浸屈計 に よ り総蛋 白濃度を 測定後，
　 ab　7．s

の
1
ノ・。M 燐 酸 緩衝液 を 用い ， 蛋白濃度 が約 2 ％ に な る様

に 稀釋 し50番セ ロ ン ァ ン 袋 に 入れ ， 大量 の 上 述緩衝液中

．に 浸 し ， 氷室巾に て 24時間透析 した．電気泳動に使用 した

裝置は 日 立製作所製チ セ リウ ス 装 置 で ， 大部分 の 樗料に
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gona1 方 式 に ょ り　Pattern を撮影 し ， 適 当に蹟大して

屑 の 相対濃 度 を 算定 した．本方法に ょ れ ば Albumin ，
bl2・glebulin，　fi−globu1三n ，　Fibrinogen ，　γ

・globulin の 5 分

屑 を 分難し 得 られ る 越 α ，β，p5は 種 k の 條件の 変動 に

対して 略々 平行 な態度 を とる の で
1Ql

こ れ を 一
括 して 取扱

い 各分屑の 濃度と共 に総計をも記載した．更血漿蛋白の

推 移 を問題に す る と き は，そ の 各成 分 は 一
應独立 した 動

きが 豫想 さ れ，理 論的 に は各成分 の 垂色対濃度に よつ て 見
る の が 理想的であ ろ うが ，一方 蛋白全体 に対す る血 漿 中

の 水分の 動 きが か な り大 きなもの であり， こ れ が 今 の と

こ ろ簡單な 形で そ の 影響を除くこ と が 出来な い の で ，実

際問 題 と して は 各成 分 の 総蛋白量｝こ 対す る百 分比に よつ

て 見 る 方 が一
定 した結果を得 るの で ， 原則 として相対濃

度 に よつ て各成分の 動 きを見 る こ とに した．

　　　　　　　　　3 研 究成績

　 1） 母　体

　妊娠月数に よ る母体 の 血漿蛋 白像の 推移は第 1 ，第 互

表及び第 1 ， 正， 且圃に 示 した 如 くで ， 妊娠 月数の増加

に よ る変動 は殆 ん ど認 め られ な い ．

　 2） 胎　兒

　妊娠月数に よ る胎兒 の 血漿蛋 自像の 推移は 第 皿，｝V表

並 に第 N ， V ，　 W 圖に示 した 如 くで ， もつ と も顯著な 所

見 は γ の 増加並 に Albの 減少で
エ2｝13 〕s｝エ5）妊娠5 カ 月例で

は γ の 平均値が 4．64％に 過ぎな か つ た の に 比 し ， 月数の

増加と共に漸次増量 を 続け s 工0カ 月 に 至 っ て殆ん ど成入

と 同 じ位の 量を 保つ に 至 っ て い る．之 に反 し Alb では

妊娠月数の 少い 例の 方 が，多い 傾向が 認 め られ た ゴ ， そ

の 変動 は γ 程著明では な か つ た．
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　第 V 表 　新 生 児 期 に 於 け る

　　　 血 漿 蛋 自像

．

鷹
な ヒ） レ

に 示 した ，

　幻　胎兒 と母体蛋 自

像の 比 較

　胎兒 とそ の 母体 の 血

漿蛋 白像を：髭ヒ較す る 1・こ

あ た つ ては ，比較を 便

　））
め る た め ，妊娠各月 毎に そ の 平均値の 比を 艶 X 表

　　　　　之 に よれ ば Alb は 全 経過 を通 じて 胎兒に 於

い て 著 し く高 く，5 カ 月では 母体 の 1．54倍 で あ る が漸減

し て 10カ 月で は 1．29倍 まで低 下す る．こ の 様 に 妊娠月 数

の 低 い 程胎兒は　Alb が 高い 値 を 示 すが，母体の 約
112

の

値を 全経過に 亙 つ て 示 して い る．

　γは 胎 慰 こ於い て は 妊娠月数を 逐 うに 從つ て 明か に増

加す る， 5 乃至 6 カ 月頃は 母 体 の γ に 比 して 明か に 低 い

値を示 すが ， 8乃 至 9 ヵ 月では 既 に 大差 な く， 10カ 月 に

な る と稍 t 高い 値を と る に 至 る。

　3） 胎兒 と新生兒 との 比 較
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第瓢 図　乳 児 期 に．於 け る

　 　　 血 漿蛋白 像 の 変 動
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鞴 言識 し碍
る 所 てあ る が ， 然 しな が ら此 の 変動 を 支配す る 要 因 に つ

い ては 今 日未だ 一一
致 した見解 に 達 して 居な い ．

　然 し他の 生化学的現象 と同 じ く血 漿蛋 白の 変動 も亦 ，

大体物理化学的 な もの が主要な役割 を演 じて い る こ とは

既 に緒論で述 べ た 如 くであ り ， 以下私が得た 成績 の 解析

も此 の 原則に した が つ て 試み たい ．

　前章に於 い て 述べ た 如 く，妊 娠後期 に 於 け る 母体血 漿

蛋白像 は ・健康成人に 比 して，Alb の 著明な低 下 ，並 に

α 十β十 f の 増 加 が 明 か に 認め ら れた が
一

方 1比れと胎児
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第 販表 　正 常健 康 成 人に 於 け

　　　　る 血 漿蛋 白 像
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血漿 と を 比較す る と，

全 く逆の 相関 を示 し ，

且 つ 妊娠月数 の 進行 と

共に 兩者の Alb， γ の

比は共 に 1 に近づ く傾

向が 認 め られ た．此の

態度 は
一

般 に血 漿蛋自

成分 が 血 管壁を 通 して

尿或は滲出液中へ 滲 出

して 行 く機轉が存在す

る如 き疾患の 際 に常 に

成 立 す る 現象で，第X正

第 X 表　妊娠各 月 に 於 け る 母 体 及 び 胎 児 の 血 漿 蛋 白

　　　　各 分 屑 の 比

　 　 　 　 　 　 旨亙弼 万身7ア五再
一一
唇カ月　彳nfi　10力哥

　　　　　　　　　　癬 拶 鷁 鍔　　ttts，？／

・
？／・謂

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 09 σL鯉 一L履 豊　 　 　
t「−

r：ユ 塵 　 ロ蜀

表 に 掲げた 如 く，例えば腎炎，ネ フ ロ
ーゼ ，滲出性 肋膜

炎等 に 共通す る 所 見 で Eppingenlfi） の
‘‘Albuminurie

訌ns 　Gewebe ・・
乃 至 WUrst17）の “Proteinurie　ins　Gew 一

紬 e
”

な る概念が 母 体 ，胎兒 血漿間に も成北 し得る の で あ

る．此 の 様 な 過程の 成因 に 関して は次の 如 く説明す る こ

と が 出来 る．即 ち血 管壁か ら蛋 白成分が漏出す る場合は

当然蛋白質各成分屯 分子量の 小な る も の 程壁の 通 過 が

．容易であろうこ と が豫測せ られ，事実．上 記各疾患 を通 じ

て ，そ の 血漿蛋白組成中 Alb の 亡 失が 最も甚 しく， 之に

続 い て γの 漏出が 認め られ るが eSt β， φの 如 く分子量の 大

きな 成分は 比 較的残 存す るの み な らず幾島
18｝，三 E］　lg｝の

Pla ・ mphe ・e颱 の 成績か ら も知 られ る 如 く亡 失 Alb の

・補給機轉促進の 結果，枳対的に も 正 常 よ り増加す る に 至

る．一方 漏出液，例 えば尿 ， 肋膜腔滲出液では ， 却つ て

・Alb の 含量が 最 も 高 く，γが 之 に 次 ぎ α ，β，　P は非常 に

少量で ， 血 漿と全 く対称 的 な様相 を 呈す る．以 上 の 関係

は 此 等 疾患 を 経過を追っ て 観察す る 時に 更 に 明瞭 と な

り， 例えば 第雅表に 結核性肋膜炎の 1例 に 於 け る肋膜腔

欝溜液並に 血漿の対應する各蛋白成 分 の 比の 推 移 を掲げ

た が，此の 際，謬出機轉の 尚旺 盛 な る 0 病 日前後迄は ，

病初著 し く 1 よ り大 で あっ た 兩者の Alb の 比は 徐 女 に

　1 に 近づ くが ，Pt十 β十 φは 之 に 反 し て 初期 1 よ りも著 し

　く小 で ， 且 つ 徐 粛 に 1 に 接近 して 来 る．γ も 1 よ り稍 く

．小 で あ っ た も の が 次 第に 増加 して 遂 に は 1を越え るに 至

っ て い る．30病 日 を 過 ぎて ， 次第 に 滲出が お さ ま る と ，

1321− 23

各成分 も之に 伴っ て徐 々 に 1に 接近 して 血 漿と滲出液 と

の 蛋 白組成が平衡状態を保つ 様に な るの であ る．但 しそ

の 途中で γ が 1を越える の は ， 主 と し て 局所の 炎症 に よ

り増殖 し た 細胞 の 崩潰に よ る た め と考 え られ ， 純粹な滲

出機轉か らは説明 さ れ 得 な い
10）．同 様 に 胎兒 γ の 妊娠月

数 の 進行 に 應ず る増加 も胎兒組織舶 の 旺 盛 な 新生 1畔

い 同 時 に 起つ て居る と考 え られ る陳舊細胞崩潰過程 が ，

樋 雌 じて増大 して 居る との 表現と解釋 し得る・以上

の 如 く胎兒血漿蛋 白像 と母体血漿蛋白像との 問 に成立ず

る関係 は
・P ・・t・inu・ie　in・ G ・ w ・b・

”

なる 同
一一の 機轉：こ

よ る もの で あ る こ とが 認め られ，胎兒血 漿蛋白は ， 王 記

疾患 の 滲出液に
一

致す る動 きが 得 られ た こ と か ら見 て

も，主 と し て 母俸血漿の 胎盤絨毛血管壁を通 して 謬出 し

た もの で あ り，そ の 蛋 白組成は 胎盤血管の 透過性 と母俸

血漿蛋 白組成 とに 支配 され ， 胎兒独 自の 蛋 白代謝 に ょ る

影響 は 比較的少い もの と考え られ る．一方，妊娠期問中

の 胎兒 の 急速的な 発育．胎兒 体内 の 組織蛋白の 急増 を 意

味 し，從つ て ， そ の 素材と考 え られ る Alb ジ常に大量

に 消費せ られつ 燭 る こ とが齦 iせ られ 結局妊娠 は胎鬼

発育の た め に ，母体か ら月描 を 通 じて血漿蛋白薦 取 ざ

れ る過程と見 る こ とが 出来 るわ けであ る．胎兒が 分娩 ，

新生兒期 を経て 乳兒期 に 至 る血 漿蛋白像の変動中 ， 最 も

顯著な 所見 は， Alb の 急激な低下 ，　a 十 β十 弾 の 上昇並

に γの 低下であつ た ．此 の機轉 は ，勿論，胎兒 が 母体 か

らの 連絡を 断 ち切 られ ， 独 自の 蛋白代謝系が活動 し始 め

た こ とに 帰せ しめ得られ ， 之迄母体 か ら豊富 に 供給 され

　て 居た 血 漿蛋白質 の 補 給 が 突然 止 まつ た た め1こ ， 之迄発

育した 個体の 維持 乃 至そ の 発展の 爲に 大量の Alb の 動

　員が 行われ，γ も同時 に 之に あ ずか る結果 ，
Aエb・γ の 減

少が 起 り，代償的に 叶 β＋ 幽 ま遡 こ 増加す るの であ 三）

　う．然 し此の 変化 の 囘復は 極 め て 徐k で ，少 くと も生 後

　1 年半迄は此 の 傾向が 持続 して 居 るの が見 ら れ た ．

　　　　　　　　　6　總括及 び結論

　　正 常妊嬬 胎児 ， 新生 晃 並 に 乳 見 109例に 就 き ， そ つ

　血 漿蛋 白組成を，チ セ リゥス の 電気泳動法裝置 を 用い て

　分 析 した結果

　　1） 正 常妊娠母体 の 血 漿蛋 自像は健康成入に 比 して ，

　Alb の 減少並 に di 十 β十 φの 増 加 が 著明であ っ た．之 に

　反 して 対應 す る胎兒 で は Alb の 増力口，
α 十β十 弾の 減

　少 が 著 し く，γ の 比 率 は 妊娠月数の 進行 と共 に 母体 に 接

　近 し，10カ 月 で 之 を 越 え る に 至 る．母体胎兒問の 比 の 柑

　関は一
般 に生 体に 血管壁 を 通 し て 血 漿蛋 白成 分 が 滲出 し

　て 行 く時 に 見 られ る 血液 ・．滲出液 の 閭の 関係に
一

致 し結
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第 X【表 　各症 患時に 於 け る 血 漿 と 滲 ，濾 出液 或 は 尿

　　　　 と の 蛋 白 像 の 比 較

齋
　　血 　　疑 　　　　 滲 沖 出 翼域は 尿
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局胎兒 血 漿 蛋 白の 起原 は 主 と し て胎盤絨毛血 管壁を通 し

て 謬出す る母体 の 1血漿蛋 白に 求め得られ る．但 し胎見 γ

の 態度は同時に 自己体内 の 組織蛋 自崩潰過程の 影響が加
わ っ て 居 る もの と考え られ る ．

　2） 生後 5 日 口に な る と甑 に生時と比べ て 1血漿蛋白像

の 変動は大 きな差を認 め た が，之 は 胎見 が 分 娩に よ り，

日 産婦誌 工0卷 ／0号

第 皿 表 結核 性 肋 膜炎に 於 け る 肋 膜腔 貯 9di液 と 血 漿

　　　　の 蛋 白分 屑 の 比 の 推 移
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母体亅血漿 との 連 絡 を 絶 ち ， 独自の 蛋 白代謝過程 を有す る

に 至 つ た 爲で ， そ れ 以後 は 極め て徐・ぐ に健康成人像に移
行す る．

II 數種藥劑の 新生 兒血 漿蛋 自像 に及 ぼ す影 響

　　　　　　　　　 1 緒　　謚

　前編に於い て は，妊 娠各月の 胎晃 ，新生 兒及び 乳兒 に

つ い て そ の 血漿蛋白像の 変動 を追求 した が，更 に 私は こ

の 変動 に対す る数種 の 藥剤の 影響を観祭 した ．前編の 私
の 成續では 正 常健康晃 に於 い て は ， 生 時 か ら新生兒期に

か けて の 数 日間が 血 漿蛋自像 の 変動 が 最 もは げ しい 時期

な の で こ の 期間に 各種藥剤を 投與 した．藥剤と して 使用

した もの は x ナ ル モ ン （Testosterone　propionate）， メ

ガ ビォ ン （Methy1 −androste 　ne ・diol），ポ セ ル モ ン （1
cc 中に　Testosterone　 propionate 岳 76mg，　Estradiol

benzoate　O．24  ），オ バ ホ ル モ ン （Estrad三〇1　benzeate），

及 び コ ー
チ ゾ ン の 5種 で あ る．Edward 　Hendersen1D ）及

び Marvin 　W ・inberg に よれば T ・st・・te・・n ・ は 著明 な

蛋白質同化作用を有 し s 体重増加 と窒 素蓄積 が起 る と云

わ れ て い る ．メ ガ ビオ ン は エ ナ ル モ ン に 比べ て蛋白質同

化作用は 弱 い が ，男性化作用も亦小 さい 利点を有 して い

る．ボ セ ル モ ン は 混合ホ ル モ ン 剤 として 臨床上 最近専 ら

使用 され て い る．オ バ ホ ル モ ン は 女性ホ ル モ ン の みの 作

用を観察す る た め に ，叉 コ ーチ ゾ ン は 逆に 蛋白異化作用

を 有す る と云われて い る．叉血漿蛋白像を分 析 す るに あ

っ て は前編で取扱 っ た 如 く Alb，　a 十β十戸及び γ の 3 要

索 に つ い て そ の 関係を追究した．

　　　　　　　2 貿驗材料及び方法

　実驗を 行っ た 新 生 兒 はす べ て 東京都立駒込病院産婦 人

科へ 入院分娩 した もの O ・＊ ， 分娩時に 臍帯雌 ，新生 時

期に寡頸部靜脈 血 を採取 し得 た 総数 26例で あ る．こ の 内

5例ぽ 藥剤 を使用せ ず こ れ を 対照 とした ．残 りの 21例 に

っ い て は 分娩当 日 よ り各藥剤を 夫k 連 日 5 日間投與 した

の ち ， 生後 6 口 目に 頸部靜脈 よ り採血 し て 実驗 を 行 っ
・

た．投與方法は す べ て 臀筋肉内 注射で 1 日 工囘 注射，エ

ナ ル モ ン ， メ ガ ビ オ ン
， ボ セ ル モ ン は 1 日ユOmg，

コ ーチ

ゾ ン は 15  ，オ バ ホ ル モ ン は 0．2  である ．血 漿蛋白各

分屑の濃度測定は前編 と同様の 手技で行っ た．

　　　　　　　　　3 實驗成纜

　1） 対照例

　対照 5 例の 研 究成績 は 第 】皿表 に 示 した．そ の 平均値

は ・ 生 下 時 Alb は 59．7％，　 di十β十 φ21．5％， γは ユ8．T
％ で 生 後 6 日 目 の Alb　53．6％ α 十 β十 φ30．3％， γ

16。1％に 比 べ る と Alb， γ は 夫 k 　S 。1％及び 2．6％ の 減

少 ， α 十 β十 孵は 8．8％ の 増 加 を 示 して い る，

　2）　エ ナ ル モ ン 使用例

上 述対照例 の 如 くエ ナ ル モ ン 使用例 5例 に 於い て も．
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第飄表　対 照 例 に 於 け る 生 下 時及 び 生 縵 61i 目 の 血

　　　　 漿 蛋 白像 の 比 較
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第 X1》表　エ ナ ル モ ソ 使 用 例 に 於 け る 生 下 時 及 び 薬 剤

　　　　使 用 後 の 血 漿 蛋 白 像 の 比 較
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そ の 平 均値 を 生時及び藥剤使用後 と比較す る と， Albは

62．4％か ら56．0％へ ， γ は 15．3％ か ら 11・8％へ 夫女 9

％，及 び 5 ％ の減少を示 し α 十β十 婚 は 22．4％ か ら32．2

％へ 13．9％の 増加 を示 してい る．こ の成績は第 XIV表に
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刀て aiL ・

　 3）　 メ ガ ビ オ ン 使用
・
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　第 XV 表 に 示 した ．生時 と使用後 を 比較す る と Alb

は 62．  ％ か 「
）

　SO．4％へ 11．6％ の 減少 ， γ は 1S．2％ よ り

13．6％ へ 4．6％ の 減少，α 十β十 揖 ま19．7％ よ り 36％ヘ

ユ6．3％の 増加で あ る．
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　 4） ボセ ル モ ン 使用 例

　ボ セ ル モ ン を使用 した 5例を第 XU 表 に 示 した が ，
こ

れ も Alb
， γ ｝ま60％か ら51．0％ に，又 18．7％か ら13．796

に夫 1〈 9．O％， 5．0％の 減少 を示 し ，
　 ca十β十姐 詑 1．4

％ か ら35。3％ に 13．9％ の 増力口を示 して い る．

　5） オ バ ホ ル モ ン 使罵例

　オ バ ホ ル モ ン 使用例の 成績は第 X 櫪 表の 如 くで あ る 。

や は り Alb・γ の 減少 ，
α 十β十 φの 増加が 認 め られ

る．即 ち Alb は 60．8％ か ら55．8％に 5 ％ の ， γ は 16。5

％ か ら 工3．7％ に 2．6％ の
， 夫 攻 減少 ，

α 十β十 弾は 22。7

％ か ら31．5％へ 8．8％の 増力lrが 見 られ る ．

　6）　 ZLu チ ゾ ン 使用例
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チ ゾ ン 使用例は 第 1幡表 に モ の 成績を 掲げた．

そ の 平均値 は 生 時 Alb　62．5％，　 Pt ÷β十 づ13．6％， γ

ユ8・9％．使用後は Alb　59．0％ ， α 十β十 舛2eJ　．8％ ， γ

ユ戞。6％ で Alb 及び γ は 夫 女 3．5％ ， 4．3％ の 減少を 示

し s 　α 十S十 S6は 8．2

％の 増加 を 示 し て い

る．

　尚，第 x皿，x箪1，
　vx

XI圧，蟄皿，　 x畷表 を 歴 示

せ る もの が 第 X ， 署］［，

齟，XN，瓢 厂，　 xv 鬪 で

　　　　　　　　　4 成績の 比較

　前項 に 述べ た 成 績 を通覽 して み る と兒 の 生育 に 從つ て

の Alb の 減到 α ＋β＋ φの 増加 ， γの 減 少 と 云 う 順
向は 対照例 と藥剤使用例 の 別 な く認め られ る ．但 しそ の

増 減 の 程度 を 比 較 して見 る とか な りの差が 認め られた．
Alb の 減少度の 比較 は 第 XE 表 の 如 く メ ガ ビ オ ン が ，
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ユ1．6％ で最 も大き く， 次でボ セ ル モ ン 9．O％，エ ナ ル モ

ン 6．4％，対照 6ユ ％，オ バ ホ ル モ ン 5．0％，コ ーチ ゾ

ン 3。5％ の 順 で テ ス トス テ P ン 系ホ ル モ ン は 対照 よ り亀

大で，そ の 中 メ ガ ビオ ン が もつ とも大 き い ．オ バ ホ ル モ

ン ，．コ ー
チ ゾ ン は 対照 よ り幾分小 さ い 値が 得 られ た ． α

十 β十 φ の 増加度の 比 較 も 第 X 眠表 に よ り 明 か で あ る が

メ ガ ビオ ン 16．3％で最 も大，次い で ボ セ ル モ ン13。9％ ，

エ ナ ル モ ン 9。8％ ， 対照 8．8％ ， オ バ ホ ル モ ン 8．8％，

コ ・−uチ ゾ ン 8．2％の 順でやは りテ ス T・ス テ ロ ン 系ホ ル モ

ン は す ぺ て封照 よ りも大であり， オ バ ホ ル モ ン ，
コ
ー

チ

ゾ ン は 対照 と同程度 か 夊は幾分小 さ か つ た．γ の 減少度

を 比 較す る とポ セ ル モ ン の 5．0％ が 最大で ， 次い で メ ガ

ビオ ン 4．6％ ，
コ ーチ ゾン 4．3％ ，

エ ナ ル モ ン 3．5％ s

t バ ホ ル モ ン ：．8％ ，対照 2．6％ の 順 で テ ス トス テ ロ

ン 系ホ ル モ ン は や は りす べ て 対照 よ り も 大で あ り，オ

バ ホ ル モ ン は対照 と略 k 同程度であ るが ，
コ
ー

チ ゾ ン の

み Alb， α 十e 十 φの 場合 と異 な りか な りの 影響 を 認め

た ．

　　　　　　　　　 5 考 　 　按

　前編 に 述べ た 如 く生 時 よ り新生 時期 に か けて の 血 漿蛋

白の 変動 は Alb ，及 び γ の 減少，α 十 β十 戸 の 増 加 に要 約

す る こ とが 出来た が 更に こ の 変動に対す る数種藥剤の 作

用 を 観察 し た 所，テ ス ト ス テ P ン 系ホ ル モ ン （エ ナ ル モ

ン ，ボ セ ル モ ン ，メ ガ ビオ ン ） は 明瞭 な 影響 を 與 え る こ

と，オ バ ホ ル モ ン 及 コ ー
チ ゾ ン は殆 ど影響 を 興えな い こ

とが 判明 レた ．現今 で は Alb 及び
一

部の γ は体蛋白生

成 の 素材に な る と考 え られ ， も し蛋 白質の 補給量 が 一定

で大差 k く ， 尿 ， 糞便 へ の 排泄の 増加 が な い 場 合に は ，

血 漿中の Alb，及 γの減少は結局体蛋 白の 蓄積 ， 云い か

えれ ば 蛋白質 同 化作 用 の 促進 を 意 味 す る も の と考 え ら れ

る．実際 Kechakian20 ）の 実驗 に よ る とテ ス ト x テ ロ ン

系ホ ル モ ン の 投與 中糞便中の N 排泄量 は一定で ， 尿 中X

排泄量は減少
．
す る結果 を認め て い る．即 ち テ ス トス テ ロ

ン 系ホ ル モ ン 投與で Alb，及 γ の 減少度は 大 き くな る の

で あ るか らこ の ホ ル モ ン は蛋 白質同化作用 を 有 し て い る

と考 え て も よい と思 う．こ の 変動の 際の w 十 β十 fS の増

加 は Alb，及 γ 減 少 の た め の 血 漿滲 透 圧低 下 を 補 う代償

性増加 と考 え る b 叉 ロ ーチ ゾ ン は 今 囘の Data の 範囲で

は影響が な か つ た と考 え られ る．実際テ ス トス テ ロ ン 系

ホ ル モ ン を 臨 床 に 用 い た 観察
21 ）冖絢 で は 生 埋 的体重滅少

の 軽減及そ の 期間の 短縮 と云 う利点が 見 られ るの で あ る

が sj 血漿蛋白像変動の点か ら もこ れ ら藥剤の 使用は 新生

児に とっ て 有利 で あ る と云 う根據 が得 られ た もの と考 え

られ る．

　　　　　　　　　6 結 　
・
論

1） テ ス トス テ ロ ン 系 ホ ル モ ン は ， 新生兒血漿蛋白像

に対し Alb， γ の減少， α 十β十 φの 増加の 程度 を 高め

る 如 き影響 を 及 ぼ し ，
こ の こ と は 蛋白同化作用を促進す

る もの と考 え られ る．

　2） 上述の ホ ル モ ン ，エ ナ ル モ ン ，メ ガ ビオ ン ，ボ セ

ル モ ン で は メ ガ ビ オ ン 」 ボ セ ル モ ン ，エ ナ ル モ ン の 順 に

同化作用 が 強い と思われ る．

　3）　オバ ホ ル モ ン ，コ ・一一チ ゾ ン は こ の 作用が認め られ

な か つ た ．

　4） 各種藥剤 の 効果に つ い て は ， そ の使用量及使用期

間等の 問題も あ り ， 今囘は こ の Data の 範囲 で考察 した

が ，尚今後の 研 究に俟 っ と こ ろ多 大であ る と思 わ れ る 。

全 編の總括

　理 在蛋 白同化作用促進剤 と して用 い られ る エ ナ

ル モ ン
， ボ セ ル モ ン 等は 分娩直後に 用 い た時に の

みそ の 効果 を発揮 す る こ とは 丈献
2ユ）

曜25）の 意見 の

一致 した 点で あ る ．今 回 の 研 究結果 よ り見れ ば分

娩直後の数 日間は 今迄 母体 よ りの 供給に よ り受動

的 に 定 め られ て い た 胎児 の 』虹漿蛋 白像が 極め て急

速 に 乳児型 に移行 する 時機に 当る．即 ち こ の 時機

に 於 い て新生児 の 蛋 白代謝は 自己 の 消化 管 よ り得

た る素材 を用 い て行わ れ る 独 立性 の 大 きな もの に

切 り換え られ る ．上記 の 藥剤 は こ の 蛋 白代謝様式

の 切 換 る不 安定 な 時機に 於 い て 蛋 白同化作用 を促

進す る こ とに よ り新生児 固有の蛋 自代謝状 態 の 成

立 を早 め る もの と剣断 され る ．

　稿 を 終 る に あ た り終始御懇篤な る 御指導 ， 御鞭撻 ， 並

び に 御校 閲 を 賜っ た 恩 師沢 崎 f 秋教授 に 衷心 よ り感謝 の

意 を 表 し ま す と 共 に 終 始 御 助 力 を 頂 い た 駒 込 病 院 諏 訪 博

上 ，勝 野 医 長 に 深 甚 な る 謝 意を 表 し ます ．
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